
どうして難聴になるの？ 

耳から入った音は、耳の奥のほうにある、「蝸牛
かぎゅう

」というカタツムリのような器官に

伝わります。その中にある「有
ゆう

毛
もう

細胞
さいぼう

」というふわふわした毛の部分で、音が振動

から電気信号に変換され、脳に伝わります。有毛細胞は大きな音で傷つくことが  

あり、傷つくと音がうまく脳に伝わらなくなって、難聴になります。 

 イヤホンやヘッドホンなどは、直接耳に音を入れるため、特に有毛細胞を傷つけ 

やすく、難聴を起こしやすいです。 

 

イヤホン難聴を予防しよう 
  

「イヤホン難聴」や「ヘッドホン難聴」という言葉を聞いたことがありますか？これはイヤホンやヘッドホンで大音量

の音を聴き続けることで起きる難聴です。正式には「騒音性
そうおんせい

難聴」や「音響性
おんきょうせい

難聴」と言います。 

少しずつ起こるため、気づかないうちに悪化していることも多く、また、失った聴力は元に戻らないため、予防が  

大切です。 

  

  

 

 

    
 

 

難聴の予防方法は？ 
 音量を下げる 

 連続して聴かない 

 イヤホンやヘッドホンの使用を 

１日１時間未満にする 

 ノイズキャンセリング機能のついた 

物を使う 
 

  

 

  

  

 

   
イヤホン・ヘッドホンを正しく使用し、音量や時間に注意して楽しみましょう 

 
聴力検査で、再検査が必要、もしくは耳鼻科を受診するように言われた人は、 

早めに検査・受診をして、耳の聞こえを確認しましょう 

 くるくるしている部分が 

蝸牛
かぎゅう

です 

 

～ノイズキャンセリングとは～ 

周囲の騒音を抑
おさ

える機能のことです。ある実験結果では、ノイズ

キャンセリングのついたイヤホンでは、難聴になる恐れのない音量

で快適に聴こえましたが、機能のついていないものでは、かなり 

音量を上げないとよく聴こえないことが分かりました。 

み
ん
な
は
守
れ
て
い
る
か
な
？ 


